

































































































科省は公示している(参照 :http://www.mext.ヌo.jp/a menu/shotou/new-cs/ 





















































































































































































































































































































































































るO 津波は「畏敬Jの事例とは直結しがたく， r畏怖」がせいぜ、いでトあろう O
そもそも「畏敬の念Jというのは，子どもが自覚するにはまだ早い。人聞が
徳育の今次改善に関する考察 21 
悩みや苦しみの果てに見出す安寧の境に似て，コメニウス (Comenius. J. A. 









































新委員会・教育刷新審議会会議録』第13巻，岩波書庖， 1998， pp. 296-316)。よって，
日本は，宗教の教育ではないが，宗教的情操性を培うことを一貫して強く希








































































































































(Lenseignement du fait religieux: Actes seminarie nationale interdisciplinaire 
organize a Paris， 2002， Crdpav， 2003， p.372) 0 
その結果，教義と厳格に区別された「宗教の事象」に限定した教育を教
育課程全体で行うことになり(教科の枠を横断する総合学習のような形態とし
て)，同時に，最近の若者に欠けてきた人文主義的教養を深化させるとい
うことで， 2008年新学期から造形，芸術教育の時間数・内容を強化し，人
間精神の奥深さとの出会いの場や機会を強化することになった(当然，宗
教的建造物，宗教的芸術作品などとの出会いがある)。フランスは，宗教的教養
を，この方向で深めようとしている O
⑤ 日本の道徳教育は教科ではなく，領域ということになっているが，フラ
ンスの公民教育は原則として教科であり，地理，歴史と一体に教えられて
きた。教科書，指導書，副読本，児童生徒用学習ノートも刊行されてい
るO シュヴェーヌマン改訂以降は，公民教育の教科書がカラフルとなり大
28 
判化し，内容構成も鰍密化した。教科書の内容は，初等教育(幼稚園最終年
も包括する)から中等教育(コレージュ)最終学年までわたる教科書の構成は
子どもの身のまわりの日常生活から始まって，社会への視角が学校→自給
体→国家→ EU→世界へと向くようにできている。社会の構造・機能・
課題と，一人一人の権利・義務・責任感とのタイアップで法制的に整えで
あるが，それらの理論的な説明をカラー映像，グラフ，統計，年表等を満
載して視覚に訴える魅力的な構成である O 教科書，指導書，副教材，ビデ
オはCNDP(国立教育資料センター という書店など，地方にもある)で求めるこ
とができ，教師は副教材も自由裁量で使用できる。
フランスの公民教科書の表紙デザインに注目してみたい。 1985年の学習
指導要領改訂を受けた当初の教科書は，三色旗やマリアンヌ像などの共和
国のシンボルを強調したが(ナショナルアイデンティティーの強化)， 1900年に
入るや，こうした傾向はやや後退して，さまざまな移民の子どもたちから
構成されるフランス社会の強調と，国内的にも EUにおいても「共に生
きるJvivre ensembleを象徴するようなデザインが好まれるようになっ
た。同時に， EUの標旗を描いて EU市民を意識するデザインも出てき
。?
日本の「道徳Jの副読本，ならびに「心のノートjの表紙を見てみよ
うO 何を感じるであろうか。甘さが漂う子どもの姿や木の葉絵柄で，社会
性が欠落している印象を受ける O 以上の問題は，単なる表紙デザインの問
題ではなく，内容構成の差を表徴しているのである O
学校における徳育の原理と指導方法は，その国の歴史的発展と連動して
いるといえるが，日本の道徳教育は「人間をつくる」というだけでなく
「社会人をつくるjという方向で，より法制的な社会科学性を帯びた内容
構成にしていくべきときにきていないだろうか。青少年非行の実態や学校
での生徒指導の苦労を直視するにつけ，その改革の緊要性を考えるのであ
るO
付言
本稿では，日本の道徳の学習指導要領における徳目内容の微妙な変遷，生
徳育の今次改善に関する考察 29 
徒指導における道徳的指導の動向，フランスの公民教育の変遷と2008年度か
らの公民教育の刷新について言及する余裕がなかった。これらについては，
別途，論じる機会を得られれば幸いであるO
尚，注はすべて本文中に挿入した。
